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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成24年６月28日に提出いたしました第77期(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　有価証券報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するた

め有価証券報告書の訂正報告書を提出するものです。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第４　提出会社の状況

　　　　６　コーポレート・ガバナンスの状況等

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

　第一部 【企業情報】

　　第４ 【提出会社の状況】

　　　６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

　　 (1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

　　　  （訂正前）

 （４）会社と会社の社外取締役および社外監査役の人的関係、資本的関係または取引関係その他の利害関

係の概要

　
当社は、経営の監視・監督機能の強化を目的とし、社外監査役を選任しています。社外監査役は、

客観的な立場から意見を表明することにより、監査体制の独立性を高め、当社の企業統治の有効性

に大きく寄与しているものと考えます。

また、当社において社外監査役を選任する際の独立性に係る基準について特段の定めは設けてお

りませんが、専門的な知見を有し、第三者の立場から客観的かつ適切な監査が行われることを期待

し、また一般株主と利益相反が生じることのないことを基本的な考え方として選任を行っておりま

す。

　
①社外監査役との関係

道上明氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務及び法律に関する知見を有していることから

社外監査役に選任しています。また、株式会社東京証券取引所及び株式会社大阪証券取引所に対し、

独立役員として届け出ています。

楠守雄氏は、長年にわたり銀行において金融業務に従事していたため、財務及び経理に関する知

見を有していることから社外監査役に選任しています。また、株式会社東京証券取引所及び株式会

社大阪証券取引所に対し、独立役員として届け出ています。

なお、社外監査役との間に特別な利害関係はありません。

②取締役会及び監査役会への出席状況

社外監査役　道上明氏

当事業年度開催の取締役会14回のうち11回に出席しました。また、当事業年度開催の監査役会

13回のうち11回に出席しました。　

社外監査役　楠守雄氏

平成23年６月28日の就任以降に開催の取締役会11回のうち10回に出席しました。また、同期間

に開催の監査役会10回全てに出席しました。　
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③取締役会及び監査役会への発言状況

社外監査役　道上明氏

弁護士としての豊富な経験を基に、法律的見地から当社の経営上有用な指摘、意見を頂いてい

ます。

社外監査役　楠守雄氏

長年の銀行勤続経験から得た金融に関する深い造詣と、経営者としての豊富な経験を基に、当

社の経営上有用な指摘、意見を頂いています。

　
（訂正後）

（４）会社と会社の社外取締役および社外監査役の人的関係、資本的関係または取引関係その他の利害関

係の概要

　
当社は、経営の監視・監督機能の強化を目的とし、社外監査役を選任しています。社外監査役は、

客観的な立場から意見を表明することにより、監査体制の独立性を高め、当社の企業統治の有効性

に大きく寄与しているものと考えます。

また、当社において社外監査役を選任する際の独立性に係る基準について特段の定めは設けてお

りませんが、専門的な知見を有し、第三者の立場から客観的かつ適切な監査が行われることを期待

し、また一般株主と利益相反が生じることのないことを基本的な考え方として選任を行っておりま

す。

　
①社外監査役との関係

道上明氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務及び法律に関する知見を有していることから

社外監査役に選任しています。また、株式会社東京証券取引所及び株式会社大阪証券取引所に対し、

独立役員として届け出ています。

楠守雄氏は、長年にわたり銀行において金融業務に従事していたため、財務及び経理に関する知

見を有していることから社外監査役に選任しています。また、株式会社東京証券取引所及び株式会

社大阪証券取引所に対し、独立役員として届け出ています。

なお、社外監査役との間に特別な利害関係はありません。

また、社外監査役が独立した立場から経営への監督と監視を的確かつ有効に実行できる体制を構

築するため、取締役会への出席やCSR室、会計監査人との連携及び監査役会を通じて内部監査、内部

統制及び会計監査の報告を受け、随時意見交換や経営に関わる必要な資料の提供、事情説明を受け

る等の体制をとっており、これらを通じて適切な監査を行っております。

②取締役会及び監査役会への出席状況

社外監査役　道上明氏

当事業年度開催の取締役会14回のうち11回に出席しました。また、当事業年度開催の監査役会

13回のうち11回に出席しました。

社外監査役　楠守雄氏

平成23年６月28日の就任以降に開催の取締役会11回のうち10回に出席しました。また、同期間

に開催の監査役会10回全てに出席しました。

③取締役会及び監査役会への発言状況

社外監査役　道上明氏

弁護士としての豊富な経験を基に、法律的見地から当社の経営上有用な指摘、意見を頂いてい

ます。

社外監査役　楠守雄氏

長年の銀行勤続経験から得た金融に関する深い造詣と、経営者としての豊富な経験を基に、当

社の経営上有用な指摘、意見を頂いています。
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